
［2面］平成26年度下半期江東区の財政状況、生ごみ減量に取り組む協力団体を募集

［3面］江東ブランドを募集 ［4面］がんを知る！サマーセミナーinがん研有明病院 受講生募集
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夏
は
各
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む
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多
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︑
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︑
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︒

食
中
毒
の
原
因
と
な
る
細
菌
は
︑
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
や
腸
管
出

血
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大
腸
菌
︑
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炎
ビ
ブ
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︒
こ
れ
ら
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は
生
肉
や
生
魚
な
ど
に
つ
い
て
い
る
こ
と
が
あ
る
た
め
︑
不
十
分
な

手
洗
い
や
︑
ま
な
板
や
包
丁
・
ふ
き
ん
な
ど
の
取
り
扱
い
︑
食
品
の
保

管
方
法
な
ど
が
不
適
切
だ
と
食
中
毒
に
な
っ
て
し
ま
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お
そ
れ
が
あ
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す
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食
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で
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を
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﹁
増
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﹂
﹁
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っ
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﹂
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ま
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ょ
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︒

とりわさ、鶏刺しなどの生肉料理や焼肉などで

加熱不足の肉やレバーを食べたことにより、腸管

出血性大腸菌食中毒やカンピロバクター食中毒が

発生しています。肉を生や加熱不十分な状態で食

べることは避け、中心の色が完全に変わるまで十

分に加熱してください。生肉に触れた付け合せの

野菜もしっかり加熱しましょう。

もし下痢や腹痛、おう吐などの症状

が続き、食中毒かもしれないと思った

ら、ただちに医療機関を受診し、最寄

りの保健所にもご相談ください。

▢問 保健所生活衛生課食の安全係

☎3647-5812

▲石けんでしっかり手を洗いましょう！(写真は第三大島幼稚園)

〇トイレの後、調理を始める前、生肉や

生魚に触れた後、食事の前は石けんで

十分に手を洗いましょう。

〇生肉や生魚を取り扱った調理器具は、

すぐに洗いましょう。

〇生野菜などの加熱をしないで食べる食

品は、肉・魚とは別の調理器具を用意

しましょう。

〇冷蔵の必要な食品を買った時は、常温

で放置せず、できるだけ早く冷蔵庫に

入れましょう。

〇冷蔵が必要な食品は10℃以下で保管し

ましょう。

〇バーベキューなどに冷蔵の必要な食品

を持っていく時は、十分な量の保冷剤

を入れたクーラーボックスで保管して

運びましょう。

〇食品を調理する時は、中心部の色が変

わるまで十分に加熱しましょう。

〇バーベキューなどをする時は、生肉専

用のトングや箸で焼きましょう。食べ

る時の箸と区別してください。

〇使用した調理器具は洗浄後、熱湯や塩

素系漂白剤等で消毒しましょう。
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こうとう区報では、本文の文字に見やすく読み間違えにくいユニバーサルデザインフォントを採用しています。

区有財産・特別区債の概況

(1) 区有財産現在高

区が保有している

土地や建物などの財

産は、右表のとおり

です。

(2) 基金と区債の現在高

基金とは区の「預貯金」を、区債とは区の「借金」を表します。これら

は、公共施設の整備や学校の改築など一度に多額の財源を必要とする

場合や、税収減などによる財源不足の際に活用します。

区民税負担の状況

区民1人当たりの区民税の負担は下表のとおりです。

平成26年度下半期(平成26年10月〜平成27年3月)の財政状況を

お知らせします。

平成26年度下半期の予算執行状況

平成27年3月までの予算の執行状況は下表のとおりです。

一般会計については、下半期に3回の予算の補正を行いました。主

な内容は下表のとおりです。

支出率(％)支出済額(円)会計区分

79.1145,837,585,002一 般 会 計

87.946,976,857,049国民健康保険会計

(平成27年3月31日現在)

介 護 保 険 会 計

53,448,000,000

184,459,100,000

予算現額(円)

49,221,956,976

159,525,817,026

収入済額(円)

92.1

86.5

収入率(％)

224,966,835,83788.8242,861,740,876273,455,100,000合 計

98.37,633,853,98596.57,491,032,8857,766,000,000後期高齢者医療会計

88.324,518,539,80195.826,622,933,98927,782,000,000

82.3

区 分

土 地

(平成27年3月31日現在)

1,238,882区民1人当たり

建 物
1,426,642.82㎡

数 量

362,438,041,000

金 額(円)

58.8

構成比(％)

0.74,546,827,000工 作 物
14.589,623,578,69421基金基 金
24.2149,098,842,000892,985.23㎡

1,816,924,047貸 付 金
0.74,399,245,392有価証券等
0.74,482,544,4093,603点物 品

100.0616,979,299,542―合 計

0.1573,297,0006,509本立 木
0.3平成26年度予算現額

1,844億5,910万円

平成25年度からの繰越明許費繰越額 4,510万円

平成26年度当初予算
1,743億1,900万円

→

→
補正予算(上半期1回＋下半期3回)

100億9,500万円
＋

一
般
会
計

8,2581,097,839比較増減

平成27年3月31日現在

平成26年3月31日現在 42,713,401

43,811,240

区民税調定額
(千円)

489,755

498,013

人口(人)

87,214

87,972

758

1人当たり
負担額(円)

平成26年度一般会計最終予算を1万
円に換算して目的別に表したものです。

平成26年度予算の使い道
(1万円換算)

50円

(民生費) (議会費)

議会運営に

693円

(その他)

753円

国民健康保険
の資金などに

福祉や
子育てに

1,460円2,083円4,127円

(公債費)

区債の償還に

83円

(総務費)

防災対策や
地域振興に

(産業経済費)

商工業・
観光振興に

(教育費)

学校教育や
図書館に

(衛生費)

健康増進や環境
対策・清掃に

623円

(土木費)

道路・公園、
まちづくりに

128円

豊洲駅自転車駐車場整備事業(9,416万円)

地域消費喚起区内共通商品券発行事業
(2億1,300万円)

2億1,300万円平成27年3月17日第4号

14億5,900万円平成26年10月23日第2号

補正額区議会定例会可決日補正予算

公共施設建設基金積立金(66億5,091万円)
83億9,200万円平成27年3月9日第3号

予防接種事業(2億3万円)

主な内容

私立保育所整備事業(9億5,508万円)

豊洲西小学校整備事業(1億4,745万円)

※本文中①②の要件を新たに追加

表1 利用者負担段階

●住民税世帯非課税で老齢福祉年金を受
給している方

●生活保護を受給している方

第1段階
※

対象者
利用者
負担段階

第3段階
※

●上記第1段階〜第3段階以外の方
・住民税が課税されている方
・本人は住民税非課税であるが、同じ
世帯内に住民税課税者がいる方

第4段階

第2段階
※

●住民税世帯非課税で、本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計額が80万
円を超える方

●住民税世帯非課税で、本人の合計所得
金額と課税年金収入額の合計額が80万
円以下の方

※第5段階は、表1の第4段階の
うち、世帯内に「65歳以上で
課税所得145万円以上の方」
がいる場合

表3 高額介護サービス費
の自己負担上限額

(月額)

個人で15,000円第1段階

自己負担
上限額

利用者
負担段階

世帯で44,400円第5段階

世帯で37,200円第4段階

個人で15,000円第2段階

世帯で24,600円第3段階

※( )内は特別養護老人ホームに入所または短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室の額
※第4段階の方の多床室利用について、8月から居住費の改定が行われる予定です

表2 負担限度額

負担限度額なし(金額は施設との契約によります)第4段階

490円820円第1段階

居住費(日額)
利用者
負担段階 従来型個室

ユニット型
準個室

ユニット型
個室

490円(320円) 0円

370円490円(420円)490円820円第2段階

370円1,310円(820円)1,310円1,310円第3段階

多床室
(相部屋)

食費
(日額)

650円

390円

300円

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
︑
介
護
老

人
保
健
施
設
︑
介
護
療
養
型
医
療
施

設
お
よ
び
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
居
住

費
︵
滞
在
費
︶
と
食
費
に
つ
い
て
︑

所
得
の
低
い
世
帯
の
方
の
負
担
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
︒
�
月
か

ら
は
︑
新
た
な
認
定
要
件
が
加
わ
り

ま
す
の
で
︑
申
請
さ
れ
る
際
は
ご
留

意
く
だ
さ
い
︒

利
用
者
負
担
段
階
を
�
つ
に
区
分

介
護
施
設
の
利
用
者
負
担
段
階
は
︑

世
帯
の
課
税
状
況
や
本
人
の
収
入
額

な
ど
か
ら
︑
�
つ
に
区
分
さ
れ
ま
す
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表
�
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︒
第
�

段
階
か
ら
第
�

段

階
の
方
に
は
居
住
費
︵
滞
在
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)
・

食
費
の
負
担
限
度
額
が
決
め
ら
れ
て

お
り
︑
一
日
あ
た
り
の
自
己
負
担
は

限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す
︵
表
�
︶
︒

第
�
段
階
の
方
は
︑
利
用
者
と
施
設

と
の
契
約
に
よ
り
金
額
が
定
め
ら
れ

ま
す
︒

認
定
要
件
が
追
加

表
�
に
示
さ
れ
た
認
定
要
件
に
加

え
︑
次
の
�
点
に
つ
い
て
も
該
当
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
︒

①
配
偶
者
︵
別
世
帯
︑
事
実
婚
を
含

む
︶
が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る

②
預
貯
金
な
ど
の
資
産
が
一
定
額

︵
単
身
で
一
千
万
円
︑
夫
婦
で
二

千
万
円
︶
以
下
で
あ
る

配
偶
者
や
資
産
の
状
況
は
︑
必
要

に
応
じ
て
官
公
署
や
金
融
機
関
等
に

区
が
調
査
を
行
い
︑
虚
偽
の
申
請
に

よ
る
軽
減
適
用
に
は
加
算
金
を
課
す

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
変
更

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
自
己
負
担
が

一
定
額
を
超
え
た
場
合
に
支
給
さ
れ

る
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
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額

も
︑
利
用
者
負
担
段
階
に
準
じ
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
︵
表
�
︑
表
�
︶
︒

�
月
か
ら
は
新
た
に
第
	
段
階
が
設

定
さ
れ
ま
す
の
で
︑
ご
確
認
く
だ
さ

い
︒
な
お
︑
第
	
段
階
で
一
定
の
収

入
要
件
を
満
た
す
方
は
︑
申
請
に
よ

り
第
�
段
階
と
な
り
ま
す
︒
対
象
者

に
は


月
下
旬
︑
介
護
保
険
課
か
ら

案
内
を
お
送
り
す
る
予
定
で
す
︒

▢問
介
護
保
険
課
給
付
係

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

場
合
が
あ
り
ま
す
︒

軽
減
に
は
申
請
が
必
要

前
記
の
要
件
を
す
べ
て
満
た
す
方

が
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
は
︑
申
請

に
よ
り
発
行
さ
れ
る
﹁
介
護
保
険
負

担
限
度
額
認
定
証
﹂
を
︑
施
設
等
に

提
示
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
︒
申
請

に
は
申
請
書
の
ほ
か
︑
資
産
を
証
明

す
る
資
料
︵
預
貯
金
通
帳
の
写
し
な

ど
︶
︑
調
査
の
同
意
書
が
必
要
で
す
︒

す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
に
は
︑

更
新
の
た
め
の
案
内
を
お
送
り
し
て

い
ま
す
︒
初
め
て
申
請
さ
れ
る
方
︑
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さ
れ
て
非
該
当
に
な
り
後
に
要

件
を
満
た
し
た
方
は
︑
介
護
保
険
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

ご
家
庭
で
生
ご
み
減
量
に
取
り
組

む
区
民
団
体
を
募
集
し
ま
す
︒
協
力

し
て
い
た
だ
け
る
団
体
に
は
生
ご
み

減
量
に
利
用
す
る
資
器
材
を
無
償
で

お
貸
し
し
ま
す
︒
土
や
微
生
物
等
の

自
然
の
力
で
生
ご
み
の
消
滅
化
や
た

い
肥
化
が
で
き
る
�
種
の
資
器
材
を

ご
用
意
し
て
い
ま
す
︒
小
型
の
資
器

材
を
利
用
し
ま
す
の
で
︑
戸
建
・
集

合
住
宅
を
問
わ
ず
︑
各
家
庭
の
庭
や

ベ
ラ
ン
ダ
︑
室
内
で
も
手
軽
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
こ
の
取
り

組
み
に
よ
り
︑
ご
み
出
し
の
際
に
ご

み
袋
が
軽
く
な
る
こ
と
や
︑
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
に
使
え
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質
な
た
い
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が

得
ら
れ
る
な
ど
︑
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ま
ざ
ま
な
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リ

ッ
ト
が
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り
ま
す
︒

▢人
町
会
ま
た
は
自
治
会
︑
婦
人
会
︑

Ｐ
Ｔ
Ａ
︑
管
理
組
合
︑
そ
の
他
の
区

民
で
構
成
す
る
区
民
団
体

﹇
貸
与
世
帯
数
﹈

計
	
�
�
世
帯
︵
申
込
順
︶

﹇
貸
与
要
件
﹈

次
の
す
べ
て
を
満
た
す
団
体

①
お
お
む
ね
	
人
以
上
の
江
東
区
民

で
構
成
さ
れ
た
団
体

②
生
ご
み
減
量
施
策
に
積
極
的
に
一

年
以
上
取
り
組
め
る
団
体

▢費
無
料
﹇
申
込
期
間
﹈



月

日
25

︵
木
︶
～
�
月

日
︵
金
︶

31

▢申
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
︵
区
役
所

隣
防
災
セ
ン
タ
ー


階
�
番
︶
に
あ

る
団
体
登
録
申
請
書
︵
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
入
手
可
︶
に
必
要
事
項

を
記
入
し
︑
団
体
ご
と
に
〒

︱

135

0083

区
役
所
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課
へ
郵
送
︑

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
持
参

▢問
清
掃
リ
サ
イ
ク
ル
課

☎
(
�


�
�
)
�
�
�
�

℻
(
	


�
�
)
	
�
�
�

基金(積立金)

108,963円

(平成27年3月31日現在)

312,640円

1世帯当たり

※この表における基金は、積立基金(11基金)を記載しています。

区 債

786億7,658万円

残高

157,981円

区民1人当たり

55,060円274億2,075万円
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例

▢時
日
時

▢場
場
所

▢集
集
合

▢人
対
象
・
定
員

▢費
費
用

▢内
内
容

▢師
講
師

▢保
一
時
保
育

▢締
締
切
日

▢申
申
込

▢問
問
合
先

▢
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▢ｅ
Ｅ
メ
ー
ル

HP

自転車に乗るときはルールを守って安全な運転を心がけてください。傘差し運転や、運転中の携帯電話使用は禁止されています。

※各クラスにより、内容が異なります

クラス・曜日・時間 講座(一例)※詳細は受講案内を参照会場

「江東区の歴史と文化」〜近代編〜①②
「後悔しないための終活〜お葬式の基礎知識〜」

ほか
(月・木曜)14：00〜16：00

亀戸ふれあいセンター
(亀戸9-33-2-101)

「絵を読み解く楽しみ」①②
「桜田門外の変」異聞〜三月三日朝、大老井伊直弼
は生きていた〜 ほか

(水曜)14：00〜16：00
グランチャ東雲
(東雲1-9-46)

A(火曜)10：00〜12：00深川ふれあいセンター
(平野1-2-3) B(金曜)14：00〜16：00

「笑顔でいきいきエクササイズ」①②
「視て愉しむ音楽」〜音楽の父バッハからの贈物〜

ほか

A(火曜)14：00〜16：00城東ふれあいセンター
(北砂4-20-12) B(金曜)10：00〜12：00

「シニアの為の転倒予防講座」〜転ばないための運
動レシピ〜①②
「芥川龍之介と今昔物語」 ほか

後
に
開
催
す
る
事
前
研
修
会
に
ど
ち

ら
か
�
回
参
加
し
て
く
だ
さ
い
︒

▢締
�
月

日
︵
金
︶

10

▢申
電
話
︑
窓
口
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
︑

メ
ー
ル
に
①
﹁
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

希
望
﹂
②
氏
名
③
年
齢
④
電
話
番
号

を
記
入
し
︑
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

☎
(
�
�
	
�
)
�
�
�
�

℻
(
�
�
	
�
)
	
�
�
�

▢ｅ
5
5
2
1
6
2
0
@
c
ity
.k
o
to
.lg
.jp

用
申
込
は
が
き
に
記
入
し
︑
〒

︱

135

東
陽
�
︱

�
︱

江
東
区
社
会
福

0016

17

祉
協
議
会
地
域
福
祉
推
進
課
へ

※
電
話
お
よ
び
窓
口
で
の
申
込
不
可
︒

申
込
は
い
ず
れ
か
の
�
ク
ラ
ス
の
み

と
し
︑
重
複
申
込
は
で
き
ま
せ
ん
︒

聴
講
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
︒

☎
(
�
�
�
$
)
�
�
$
$

区
は
優
れ
た
製
品
︵
部
品
含
む
︶

や
技
術
に
よ
り
革
新
的
に
事
業
展
開

の
道
を
切
り
開
い
て
い
る
企
業
を

﹁
江
東
ブ
ラ
ン
ド
﹂
と
し
て
認
定
し
︑

さ
ま
ざ
ま
な
Ｐ
Ｒ
活
動
を
通
じ
て
︑

企
業
と
江
東
区
が
と
も
に
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
ま
す
︒
認
定
さ

れ
た
企
業
に
は
︑
次
の
支
援
を
行
い

ま
す
︒

①
江
東
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ
に
合

わ
せ
た
ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
付
与

②
展
示
会
や
見
本
市
な
ど
で
の
積
極

的
な
Ｐ
Ｒ

③
認
定
企
業
を
軸
と
し
た
交
流
会
の

開
催
等

④
認
定
企
業
紹
介
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

発
行
・
配
布

認
定
企
業
が
一
丸
と
な
っ
て
︑
江

東
区
の
産
業
の
﹁
素
晴
ら
し
さ
﹂﹁
力

強
さ
﹂
を
広
め
ま
せ
ん
か
︒

﹇
募
集
対
象
﹈製
造
業
︵
食
品
製
造
小

売
を
除
く
︶
の
企
業

﹇
募
集
条
件
﹈次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
中
小
企
業

①
区
内
に
本
社
ま
た
は
主
た
る
事
業

所
を
持
つ

②
製
造
小
売
や
修
理
品
の
売
上
割
合

が
総
売
上
高
の
お
お
む
ね
�
分
の

�
以
下
で
あ
る

③
す
で
に
取
引
実
績
が
あ
る
か
︑
実

用
化
さ
れ
て
お
り
︑
十
分
な
安
全

性
を
有
し
て
い
る
製
品
や
技
術
を

保
持
す
る

④
製
品
や
技
術
等
の
Ｐ
Ｒ
と
と
も
に
︑

江
東
区
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
強

く
望
み
︑
江
東
ブ
ラ
ン
ド
普
及
活

動
に
積
極
的
に
参
画
す
る
意
思
を

有
し
て
い
る

﹇
認
定
方
法
﹈

書
類
審
査
・
現
地
調
査
等
を
踏
ま
え
︑

専
門
家
に
よ
る
認
定
審
査
委
員
会
に

て
認
定
し
ま
す
︒

▢締
�
月

日
︵
金
︶
必
着

31

▢申
�
月

日
︵
木
︶
か
ら
所
定
の

25

申
請
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
添
え
て
︑

〒

︱

区
役
所
経
済
課
産
業
振
興

135

8383

係
︵
区
役
所
�
階

番
︶
へ
郵
送
ま

29

た
は
窓
口
で
︒
詳
細
は
区
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
�
�

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
の
サ
ポ
ー
ト

期
間
の
終
了
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

普
及
な
ど
か
ら
︑
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の

被
害
増
加
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
︒

被
害
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
注

意
事
項
を
紹
介
し
ま
す
︒

﹇
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
管
理
﹈

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ
ン
キ
ン
グ
利

用
者
の
預
貯
金
の
不
正
送
金
被
害
が
︑

昨
年
過
去
最
悪
を
記
録
し
ま
し
た
︒

Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
は
他
人
に
知
ら

れ
な
い
よ
う
に
注
意
の
う
え
︑
定
期

的
に
変
更
し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
ウ
イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
の
導
入
﹈

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
受
信
メ
ー
ル
を

閲
覧
す
る
だ
け
で
感
染
す
る
ウ
イ
ル

ス
や
画
像
フ
ァ
イ
ル
を
偽
装
し
た
ウ

イ
ル
ス
等
も
出
回
っ
て
い
ま
す
︒
ウ

イ
ル
ス
対
策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
し

ょ
う
︒

﹇
Ｏ
Ｓ
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
は
常
に
最

新
の
状
態
に
！
﹈

Ｏ
Ｓ
や
オ
フ
ィ
ス
ソ
フ
ト
︑
Ｊ
ａ

ｖ
ａ
︑
Ａ
ｄ
ｏ
ｂ
ｅ

Ａ
ｃ
ｒ
ｏ
ｂ

ａ
ｔ

Ｒ
ｅ
ａ
ｄ
ｅ
ｒ
︑
Ｆ
ｌ
ａ
ｓ

ｈ

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
ｅ
ｒ
等
の
ぜ
い
弱
性

を
狙
っ
た
攻
撃
に
対
し
て
は
︑
Ｏ
Ｓ

や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
常
に
最
新
の
状

態
に
更
新
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒

﹇
無
料
通
話
ア
プ
リ
・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト
﹈

こ
れ
ら
を
通
じ
て
知
り
合
っ
た
人

と
の
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
︒

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
撮

影
し
た
写
真
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
位
置
情
報
か

ら
︑
自
宅
が
特
定
さ
れ
て
ト
ラ
ブ
ル

に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
︒
ネ

ッ
ト
上
で
親
し
く
話
し
て
い
て
も
︑

実
際
ど
ん
な
人
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
︒

﹁
連
絡
先
を
教
え
て
﹂﹁
写
真
を
送
っ

て
﹂
﹁
今
度
会
お
う
よ
﹂
等
と
言
わ

れ
て
も
安
易
に
応
じ
な
い
で
下
さ
い
︒

﹇
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
﹈

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
は
高
機
能
で
す

が
︑
し
っ
か
り
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

を
し
な
け
れ
ば
︑
個
人
情
報
の
流
出

や
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
危
険
が
あ
り
ま

す
︒
不
正
ア
プ
リ
や
ウ
イ
ル
ス
に
よ

っ
て
︑
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
内
の
個
人

情
報
が
勝
手
に
第
三
者
に
送
信
さ
れ
︑

悪
用
さ
れ
る
事
案
も
起
こ
っ
て
い
ま

す
︒ア

プ
リ
の
利
用
は
信
頼
で
き
る
サ

イ
ト
か
ら
行
い
︑
開
発
元
が
不
明
な

ア
プ
リ
は
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
な
い
︑

イ
ン
ス
ト
ー
ル
時
に
不
要
な
権
限
付

与
を
求
め
ら
れ
て
い
な
い
か
な
ど
を

確
認
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
︒
ま
た
︑

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
も
ウ
イ
ル
ス
対

策
ソ
フ
ト
を
導
入
し
ま
し
ょ
う
︒

﹇
困
っ
た
と
き
は
相
談
を
﹈

サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
ト
ラ
ブ
ル
に
巻

き
込
ま
れ
た
場
合
は
︑
最
寄
り
の
警

察
署
か
︑
警
視
庁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対

策
課
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
︒

▢問
警
視
庁
サ
イ
バ
ー
犯
罪
対
策
課

サ
イ
バ
ー
犯
罪
相
談
受
付
︵
午
前
	

時
半
～
午
後
'
時

分
︑
土
・
日
曜
︑

15

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
が
い
あ

る
生
活
を
送
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
︑
社
会
︑
生

活
︑
歴
史
︑
文
学
︑
健
康
等
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
を
学
び
ま
す
︒
ま
た
︑
好

評
の
シ
リ
ー
ズ
講
座
を
拡
大
し
て
︑

よ
り
深
い
内
容
で
開
講
し
ま
す
︒

各
保
健
相
談
所
で
は
神
経
内
科
の

医
師
と
理
学
療
法
士
に
よ
る
個
別
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

〇
﹁
歩
き
方
が
お
か
し
い
﹂
﹁
転
び

や
す
い
﹂
﹁
手
が
震
え
る
﹂
な
ど

の
症
状
が
あ
る

〇
診
断
が
つ
き
治
療
を
し
て
い
る
が

生
活
や
療
養
の
仕
方
が
知
り
た
い

〇
病
気
や
薬
の
こ
と
を
知
り
た
い

〇
家
で
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
の
方
法
を

祝
日
を
除
く
︶

☎
(
�
�
�
�
)
	
�
$
(

深
川
警
察
署

☎
(
�
�
�
�
)
$
�
�
$

城
東
警
察
署

☎
(
�
�
(
(
)
$
�
�
$

東
京
湾
岸
警
察
署

☎
(
�
'
�
$
)
$
�
�
$

危
機
管
理
課
防
犯
担
当

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
(
(

▢時
(
月
�
日
︵
水
︶
～
平
成

年
28

�

月
'

日
︵
金
︶
▢場
下
表
の
と
お

り

▢人
区
内
在
住
で

歳
以
上
の
方

60

各
ク
ラ
ス

人
︵
昨
年
度
自
悠
大
学

80

を
未
受
講
の
方
を
優
先
し
︑
抽
選
︶

▢費
'

$

$

円
︵
資
料
代
︶
▢内
全

�
ク
ラ
ス
・

講
座
︵
合
同
講
座
�

20

回
を
含
む
︶
﹇
受
講
案
内
配
布
場
所
﹈

�
月
�
日
︵
水
︶
か
ら
江
東
区
社
会

福
祉
協
議
会
︑
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ

ー
︵
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
︶
︑
グ
ラ

ン
チ
ャ
東
雲
︑
各
福
祉
会
館
・
図
書

館
・
出
張
所
・
文
化
セ
ン
タ
ー
で
配

布
︒
社
会
福
祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
︵

▢
h
ttp
:/
/
h
o
m
e
p
a
g
e
3
.

HP

n
ifty
.c
o
m
/
k
o
to
-s
h
a
k
y
o
/︶
か

ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
︒

▢締
�
月

日
︵
土
︶
消
印
有
効

11

▢申
受
講
案
内
配
布
場
所
に
あ
る
専

談
所
へ
︵
予
約
制
︶

▢問
城
東
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
'
�
�

城
東
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
'
�
$
�
)
'
$
$
�

深
川
保
健
相
談
所

☎
(
�
�
�
�
)
�
�
	
�

深
川
南
部
保
健
相
談
所

☎
(
'
�
�
�
)
�
�
(
�

知
り
た
い

こ
の
よ
う
な
時
に
は
保
健
相
談
所

の
難
病
相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
︒

▢申
住
所
地
を
管
轄
す
る
各
保
健
相

▢人
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
高

校
生
・
大
学
生
・
専
門
学
校
生
約
15

人
︵
抽
選
︶
※
青
少
年
セ
ン
タ
ー
で

�
月

日
︵
土
︶
・

日
︵
日
︶
の
午

11

12

青
少
年
セ
ン
タ
ー
で
︑
小
・
中
学

生
に
対
し
︑
話
し
相
手
︑
遊
び
相
手
︑

学
習
支
援
を
行
う
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
︒

▲江東ブランドの
ロゴマーク



4平成27年(2015年)�月21日
江東区ホームページ http://www.city.koto.lg.jp

http://www.city.koto.lg.jp/m(携帯)

有关生活信息请査阅江东区主页。其刊载内容能用翻译软件同时阅览。

코토구(江東區) 홈페이지의 게재 정보는 동시 번역으로 보실 수 있습니다. 생활을 위한 정보등은 이쪽을 봐 주십시오.

地域で活動する団体のイベント・活動情報などが集まるポータルサイトです。情報収集・発信の場としてご活用下さい。

［パソコンから］http://kotocommu.net/

［携帯電話から］http://genki365.net/gnkk22/i/(右記の二次元コードからも入れます)▢問区民協働推進担当☎3647-8570

「屋上緑化」や「ビオトープ」など、企業が行う環境
への取り組みを探検しに行こう▢場 清水建設(株)
技術研究所▢集 江東区役所またはえこっくる江東
▢費 100円※申込時、希望の集合場所を記入してく
ださい。

※申込者以外の方(乳幼児等)の入室・参加はできません。上記以外の講座については、えこっくる江東ホーム
ページ(▢HPhttp：／／www.ekokkuru-koto.jp／）をご覧ください。

様々な施設を巡ってエネルギーについて楽しく学
ぼう▢場 東京ガス(株)根岸工場LNGスクエア、東
芝未来科学館▢集 えこっくる江東▢費 250円

普段見ることのできない夜の生きものを、プロ・ナ
チュラリストと一緒に観察しよう(園内に生息する
昆虫などの野生生物を中心に観察します)▢場 ▢集
上野動物園▢費 1組600円▢師 佐々木洋(プロ・ナチュ
ラリスト)

⑨

内容

⑩
小学3年生
〜中学生
20人

小学4年生
〜中学生
30人

①
小学生と
保護者
20組40人

対象番号

⑦

7／20(月・祝)13：00〜14：40⑧

都会の里と森を探
検しよう
＜貸切バス利用＞

クリーンエネルギ
ー施設バス見学会
＜貸切バス利用＞

佐々木洋の夜の生
きものたんけん隊
＜上野動物園編＞

講座名

8／6(木)9：20〜16：30

7／29(水)9：00〜16：30

8／14(金)16：40〜19：30

日程

④

小学生と
保護者各回
8組16人

水彩都市江東区の運河をゴムボートで漕ぎ出し、
水辺の環境のことを考えてみよう▢集 えこっくる
江東 乗降場所：潮見運動公園、実施場所：東雲北
運河▢費 1組500円

7／20(月・祝)10：00〜11：40

手こぎゴムボート
で運河体験

⑤

7／20(月・祝)10：50〜12：30⑥

7／20(月・祝)12：10〜13：50

小学生と
保護者
20組40人

身近な公園の夜の世界を、自然案内人と一緒に探
検しよう▢場 ▢集 木場公園▢費 無料
▢師 佐々木洋（プロ・ナチュラリスト）

8／22(土)16：40〜19：30
佐々木洋の夜の生
きものたんけん隊
＜木場公園編＞

②

小学生と
保護者各回
45組90人

NHKEテレの「つくってあそぼ」でおなじみの、わ
くわくさんこと久保田雅人さんと、楽しくアイデ
アいっぱいの工作をしよう！▢場 えこっくる江東
▢費 無料▢師 久保田雅人

7／24(金)10：30〜11：30くぼたまさとのつ
くってあそぼう工
作教室2015

③

7／24(金)13：30〜14：30

講義「チームで取り組むがん診療」
▢師 服部政治(がん研有明病院 緩和・がん疼痛治療部長)

意見交換等

講義「がん患者を支える看護」
▢師 花出正美(がん研有明病院 看護部 がん相談支援部 師長)

病院内見学

講義「がんを知る」
▢師 門田守人(がん研有明病院 病院長)

コース別実習(①がん研究コースまたは②看護コースを選択)
①は研究室、②は病棟で実習

がん体験者による講演
▢師 桜井なおみ(キャンサー・ソリューションズ(株))

プログラム

食品中の放射性物質の検査結果
空間放射線量の測定結果(第1回)

20サンプル、および給食で飲んでいる牛乳につ
いて、小中学校で1サンプル(全校銘柄・工場と
も同一種類)、保育園で11サンプルを採取して
検査を行い、いずれも放射性セシウムは不検出
でした(検出下限値25ベクレル／kg、牛乳や飲料
水など基準値の低い食品の検出下限値は0.6〜
2.5ベクレル／kg)。給食用食材は、使用する前
日に検査を行っています※詳細は、区ホームペ
ージをご覧ください。［小中学校についての問
合先］学務課給食保健係☎3647-9177［区立保育
園についての問合先］保育課保育管理係☎3647-
9094［区立以外の保育園についての問合先］保育
課保育支援係☎3647-9084［その他測定全般に関
する問合先］保健所生活衛生課食の安全係☎

3647-5812

平成27年度の空間放射線量・
土壌放射能の測定

昨年度に引き続き、10施設の空間放射線量(年
4回)、5施設の土壌放射能(年1回)を測定してい
きます。なお、昨年度の結果は国の基準を十分
に下回り、安全なレベルでした。

空間放射線量の測定結果(第1回)

定点10施設を3ヵ月毎(年4回)に測定していま
す(左表)。第1回を4／16・5／21に実施しました。
地上 1mにおける平均測定値は、4／16 は
0.06mSv/h、5／21は0.06mSv/hで、いずれも国
の対応方針およびガイドラインを下回りました。
詳細は、区ホームページをご覧ください。

▢問 環境保全課調査係☎3647-6148

食品中の放射性物質の検査結果

区では、区内の店舗で販売されている食品や
小中学校の給食用食材などに含まれる放射性物
質を検査しています。5月は区内流通食品15サ
ンプルと、深川第四中、亀戸中、第二南砂中、
深川第三中の給食用食材各校5サンプルの合計

0.06平 均

0.0369

0.06

空間放射線量※1

地上1m(平均値)

同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)の地
上約1ｍモニタリングポストでの日平均値※2

大島第五保育園

所在地施設名

0.06清澄2-11-5清澄二丁目公園

0.06

大島4-21-3-101

枝川3-4-1-101枝川幼稚園

0.06東雲1-7-4東雲緑道公園

空間放射線量(第1回) 結果一覧 (測定日：平成27年4／16(木))

0.06東砂6-9先荒川・砂町水辺公園

(測定日：平成27年5／21(木))

0.08大島9-1小名木川水辺の散歩道

地上1m(平均値)

空間放射線量※1
所在地施設名

※1 空間放射線量の測定単位はμSv／hです。
Svは放射線による人体への影響度合いを表す単位です。

※2 産業技術研究センターでは、空間放射線量を年間を通じて
測定しています。
同センターの測定値を、1μGly／h＝1μSv／hとして換算し
ています。

辰巳1-10-57辰巳中学校

0.06平 均

0.0339
同日の産業技術研究センター(青海2-4-10)の地
上約1ｍモニタリングポストでの日平均値※2

0.06北砂5-20-16亀高小学校

0.06扇橋3-20-11扇橋三丁目公園

0.05塩浜2-17-8塩浜二丁目第二公園

0.06
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